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議案第８号

　（総　則）

第 １ 条　平成31年度桜井市下水道事業会計予算は、 次の定めるところによる。 

　（業務の予定量） 

第 ２ 条　業務の予定量は、 次のとおりとする。 

 

　（収益的収入及び支出） 

第 ３ 条　収益的収入及び支出の予定額は、 次のとおりと定める。 

　（資本的収入及び支出） 

第 ４ 条　資本的収入及び支出の予定額は、 次のとおりと定める。 （資本的収入額が資本的支出額に対し不足

する額４１４,０５９千円は、 損益勘定留保資金４１４,０５９千円で補填する。） 

　（特例的収入及び支出）

第４条の２　地方公営企業法施行令第４条第４項の規定により、当年度に属する債権及び債務として整理す

る未収金及び未払金の金額はそれぞれ１１１,０４２千円及び９４,９４４千円である。

平成31年度　桜井市下水道事業会計予算

水 洗 化 人 口
年 間 有 収 水 量
一日平均有収水量
主な建設改良事業

汚水管渠建設費等

３６,０００人
３,２００,０００㎥

８,７６７㎥

３９３,０１７千円

第１款　下水道事業収益

第１項

第２項

第３項

１,２３７,８０２千円

４４１,８８５千円

７９５,９１７千円

０千円

第２款　下水道事業費用

第１項

第２項

第３項

１,２３５,８９７千円

１,０３６,４５３千円

１９５,８９８千円

３,５４６千円

収　　　　　　入

支　　　　　　出

営 業 収 益

営 業 外 収 益

特 別 利 益

営 業 費 用

営 業 外 費 用

特 別 損 失

第３款　資本的収入

第１項

第５項

第６項

９８７,９５６千円

７５５,５７２千円

６５,５００千円

１６６,８８４千円

第４款　資本的支出

第１項

第３項

１,４０２,０１５千円

４３１,０２１千円

９７０,９９４千円

収　　　　　　入

支　　　　　　出

企 業 債

国 庫 補 助 金

出 資 金

建 設 改 良 費

企業債償還金
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　　（企業債）

第 ５ 条　起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

 

　（一時借入金）

第 ６ 条　一時借入金の限度額は、１,０００,０００千円と定める。 

　（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第 ７ 条　予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次の通りと定める。 

⑴　営業費用　　⑵　営業外費用　　⑶　特別損失

　（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第 ８ 条　次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外

の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。

⑴　職員給与費　　　　７９,４１５千円

　（他会計からの補助金）      

第 ９ 条　下水道事業運営を助成するため、一般会計からこの会計への助成を受ける金額は、２８４,２０９千円

である。

平　成　31　年　３　月　４　日　提出

桜井市長　　松　井　正　剛

起債の目的

公共下水道債

流域下水道債

資本費平準化債

下水道事業債
特 別 措 置 分

証書借入

又は

証券発行

２６２,９００千円

５３,９５０千円

２８０,２３４千円

１５８,４８８千円

起債の方法 償還の方法利　率限度額

5.0%以内（ただし、
利率見直し方式によ
り当該利率の見直
しを行った後におい
ては、見直し後の利
率とする。）

政府資金又は、地方公共団体金融機構
については、その融資条件による。
銀行その他の場合は、その債権者との
協定による。但し、財政状況により償還
年限を短縮し、若しくは、繰上償還又は
低利債に借換えることができる。
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予算に関する説明書
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平成31年度　桜井市下水道事業会計予算実施計画
収 益 的 収 入 及 び 支 出

収　　　　入

支　　　　出

款

１．下水道事業収益

２．下水道事業費用

１．営 業 収 益

２．営 業 外 収 益

３．特 別 利 益

１．下 水 道 使 用 料

２．他 会 計 負 担 金

３．そ の 他 営 業 収 益

 

１．受 取 利 息

２．長 期 前 受 金 戻 入

４．雑　　　収　　　益

６．他 会 計 補 助 金

７．県 補 助 金

８．他 会 計 負 担 金

１．固 定 資 産 売 却 益

１,２３７,８０２

４４１,８８５

４２１,３３１

２０,３２８

２２６

７９５,９１７

１

３００,１４５

１２,３５２

１１７,３２５

３,０００

３６３,０９４

０

０

（単位：千円）

１,２３５,８９７

１,０３６,４５３

５,８５０

２４９,４０９

５８,２６２

７２２,９３２

１９５,８９８

１６８,９８２

２６,９１６

３,５４６

０

３,５４６

１．管　　　渠　　　費

２．業　　　務　　　費

４．総　　　係　　　費

５．減　価　償　却　費

 

１．支 払 利 息

３．消　　　費　　　税

 

１．固 定 資 産 売 却 損

４．過年度損益修正損

１．営 業 費 用

２．営 業 外 費 用

３．特 別 損 失

項 目 予　定　額 備　　　考

備　　　考款 項 目 予　定　額
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資 本 的 収 入 及 び 支 出

収　　入　　の　　部

支　　出　　の　　部

款

３．資本的収入

４．資本的支出

１．建 設 改 良 費

３．企 業 債 償 還 金

１．管 路 建 設 費

６．流域下水道建設負担金

１．企 業 債 償 還 金

９８７,９５６

７５５,５７２

７５５,５７２

６５,５００

６５,５００

１６６,８８４

１６６,８８４

１．企　　　業　　　債

５．補　　　助　　　金

６．出　　　資　　　金

１．企　　　業　　　債

１．国　庫　補　助　金

１．出　　　資　　　金

１,４０２,０１５

４３１,０２１

３７６,９３４

５４,０８７

９７０,９９４

９７０,９９４

（単位：千円）

項 目 予　定　額 備　　　　考

款 項 目 予　定　額 備　　　　考



－ 4－

資 本 的 収 入 及 び 支 出

収　　入　　の　　部

支　　出　　の　　部

款

３．資本的収入

４．資本的支出

１．建 設 改 良 費

３．企 業 債 償 還 金

１．管 路 建 設 費

６．流域下水道建設負担金

１．企 業 債 償 還 金

９８７,９５６

７５５,５７２

７５５,５７２

６５,５００

６５,５００

１６６,８８４

１６６,８８４

１．企　　　業　　　債

５．補　　　助　　　金

６．出　　　資　　　金

１．企　　　業　　　債

１．国　庫　補　助　金

１．出　　　資　　　金

１,４０２,０１５

４３１,０２１

３７６,９３４

５４,０８７

９７０,９９４

９７０,９９４

（単位：千円）

項 目 予　定　額 備　　　　考

款 項 目 予　定　額 備　　　　考
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平成31年度　桜井市下水道事業予定キャッシュ・フロー計算書
（平成31年４月１日から平成32年３月31日まで）

（単位：千円）

１　業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益

減価償却費

退職給付引当金の増減額（△は減少） 

賞与引当金の増減額（△は減少）

貸倒引当金の増減額（△は減少）

修繕引当金等の増減額（△は減少）

長期前受金戻入額

支払利息及び企業債取扱諸費

受取利息・配当金

固定資産売却益（損） 

固定資産除却費

未収金の増減額（△は増加）

貯蔵品の増減額（△は増加）

前払金の増減額（△は増加）

未払金の増減額（△は減少）

前受金の増減額（△は減少）

預り金の増減額（△は減少）

小計

利息及び配当金の受取額

利息の支払額

業務活動によるキャッシュ・フロー

２　投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出

有形固定資産の売却による収入

無形固定資産の取得による支出

無形固定資産の売却による収入

国庫補助金、工事負担金等による収入

投資活動によるキャッシュ・フロー

３　財務活動によるキャッシュ・フロー

建設改良等に充てるための企業債による収入

建設改良等に充てた企業債の償還による支出

他会計からの出資による収入

財務活動によるキャッシュ・フロー

資金増加額（又は減少額） 

資金期首残高

資金期末残高

2,920

722,932

0

5,754

1,718

0

△　300,145

168,982

△　1

0

0

△　12,351

0

0

△　84,755

0

0

505,054

1

△　168,982

336,073

△　369,211

0

△　52,612

0

55,287

△　366,536

755,572

△　970,994

166,884

△　48,538

△　79,001

95,070

16,069

資 本 的 収 入 及 び 支 出

収　　入　　の　　部

支　　出　　の　　部

款

３．資本的収入

４．資本的支出

１．建 設 改 良 費

３．企 業 債 償 還 金

１．管 路 建 設 費

６．流域下水道建設負担金

１．企 業 債 償 還 金

９８７,９５６

７５５,５７２

７５５,５７２

６５,５００

６５,５００

１６６,８８４

１６６,８８４

１．企　　　業　　　債

５．補　　　助　　　金

６．出　　　資　　　金

１．企　　　業　　　債

１．国　庫　補　助　金

１．出　　　資　　　金

１,４０２,０１５

４３１,０２１

３７６,９３４

５４,０８７

９７０,９９４

９７０,９９４

（単位：千円）

項 目 予　定　額 備　　　　考

款 項 目 予　定　額 備　　　　考
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１．総　　括

平成31年度　給与費明細書

区　　　　分

職　員　数

特別職
（人）

一般職
（人）

報 酬
（千円）

扶養手当
（千円）

地域手当
（千円）

児童手当
（千円）

通勤手当
（千円）

管理職手当
（千円）

住居手当
（千円）

時間外手当
（千円）

期末手当
（千円）

勤勉手当
（千円）

給 料
（千円）

手 当
（千円）

計
（千円）

法 定
福利費
（千円）

合 計

（千円）

給　　　　与　　　　費

損益勘定支弁職員 0

0

0

0

0

0

20,053

15,077

35,130

894

0

894

540

0

540

1,127

0

1,127

342

0

342

1,344

0

1,344

972

0

972

5,400

0

5,400

11,951

0

11,951

8,152

0

8,152

14,509

16,213

30,722

34,562

31,290

65,852

6,849

6,714

13,563

41,411

38,004

79,415

5

5

10

0

0

0

0

0

0

20,053

15,077

35,130

14,509

16,213

30,722

34,562

31,290

65,852

6,849

6,714

13,563

41,411

38,004

79,415

5

5

10

資本勘定支弁職員

本

年

度
合　　　計

損益勘定支弁職員 0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

資本勘定支弁職員

損益勘定支弁職員

前

年

度
合　　　計

資本勘定支弁職員

比

較

手

当

の

内

訳

合　　　計

区　分

本年度

前年度

比　較

区　分

本年度

前年度

比　較
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１．総　　括

平成31年度　給与費明細書
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（千円）

時間外手当
（千円）
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0
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0
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11,951

0

11,951

8,152
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16,213

30,722

34,562

31,290

65,852

6,849

6,714

13,563
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5

5

10

0

0

0

0

0

0

20,053

15,077

35,130

14,509

16,213

30,722

34,562

31,290

65,852

6,849

6,714

13,563

41,411

38,004

79,415

5

5

10

資本勘定支弁職員

本

年

度
合　　　計

損益勘定支弁職員 0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

資本勘定支弁職員

損益勘定支弁職員

前

年

度
合　　　計

資本勘定支弁職員

比

較

手

当

の

内

訳

合　　　計

区　分

本年度

前年度

比　較

区　分

本年度

前年度

比　較

－ 7－

２．給料及び手当の増減額の明細

区 分 増減額（千円） 増減事由別内訳（千円）

給与改定に伴う増
減分

本年度より
地方公営企業法適用

本年度より
地方公営企業法適用

昇給に伴う増加分

その他の増減分

その他の増減分

区　　　　　　　分

区　　　分 企 業 職（円） 一般会計の制度（円）

高　　校　　卒

短　　大　　卒

大　　学　　卒

１４８,６００

１６１,３００

１８０,７００

１４８,６００

１６１,３００

１８０,７００

平均給料月額（円）

平均給与月額（円）

平 均 年 齢（歳）

平均給料月額（円）

平均給与月額（円）

平 均 年 齢（歳）

－

－

－

－

－

－

平成31年１月１日現在

平成30年１月１日現在

企　業　職

制度改正に伴う増
減分

説　　明 備 考

給 料

手 当

３５,１３０

０

３５,１３０

－

３０,７２２

０

３０,７２２

３．給料及び手当の状況

　⑴　職員１人当たり給与

　⑵　初　任　給

１．総　　括

平成31年度　給与費明細書

区　　　　分

職　員　数

特別職
（人）

一般職
（人）

報 酬
（千円）

扶養手当
（千円）

地域手当
（千円）

児童手当
（千円）

通勤手当
（千円）

管理職手当
（千円）

住居手当
（千円）

時間外手当
（千円）

期末手当
（千円）

勤勉手当
（千円）

給 料
（千円）

手 当
（千円）

計
（千円）

法 定
福利費
（千円）

合 計

（千円）

給　　　　与　　　　費

損益勘定支弁職員 0

0

0

0

0

0

20,053

15,077

35,130

894

0

894

540

0

540

1,127

0

1,127

342

0

342

1,344

0

1,344

972

0

972

5,400

0

5,400

11,951

0

11,951

8,152

0

8,152

14,509

16,213

30,722

34,562

31,290

65,852

6,849

6,714

13,563

41,411

38,004

79,415

5

5

10

0

0

0

0

0

0

20,053

15,077

35,130

14,509

16,213

30,722

34,562

31,290

65,852

6,849

6,714

13,563

41,411

38,004

79,415

5

5

10

資本勘定支弁職員

本

年

度
合　　　計

損益勘定支弁職員 0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

資本勘定支弁職員

損益勘定支弁職員

前

年

度
合　　　計

資本勘定支弁職員

比

較

手

当

の

内

訳

合　　　計

区　分

本年度

前年度

比　較

区　分

本年度

前年度

比　較
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⑶　級別職員数

（級別の標準的な職務内容）

平成31年１月１日現在

区　　　　分
企　　　　　　　業　　　　　　　職

級

計

１　　級

２　　級

３　　級

４　　級

５　　級

６　　級

７　　級

８　　級

計

１　　級

２　　級

３　　級

４　　級

５　　級

６　　級

７　　級

８　　級

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

職員数（人） 構 成 比（％）

平成30年１月１日現在

区　分 １　　級 ２ 級

主事補の職務 主事の職務

技師補の職務 技師の職務

３　級 ４　級 ５　級 ６　級 ７　級 ８　級

主任の

職　務

係長又は

主査の職務

副主幹又は

主査の職務

主幹の

職　務

課長の

職　務

部 長 又 は

次長の職務
企業職



－ 8－

⑶　級別職員数

（級別の標準的な職務内容）

平成31年１月１日現在

区　　　　分
企　　　　　　　業　　　　　　　職

級

計

１　　級

２　　級

３　　級

４　　級

５　　級

６　　級

７　　級

８　　級

計

１　　級

２　　級

３　　級

４　　級

５　　級

６　　級

７　　級

８　　級

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

職員数（人） 構 成 比（％）

平成30年１月１日現在

区　分 １　　級 ２ 級

主事補の職務 主事の職務

技師補の職務 技師の職務

３　級 ４　級 ５　級 ６　級 ７　級 ８　級

主任の

職　務

係長又は

主査の職務

副主幹又は

主査の職務

主幹の

職　務

課長の

職　務

部 長 又 は

次長の職務
企業職

－ 9－

⑷　昇　給

⑸　特殊勤務手当

　　　該　当　な　し

本

　
　
　
年

　
　
　
度

区　　　　　分

職員数（Ａ）（人） １０

１０

３

１

２

－

３

－

１

１００.０

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

１０

１０

３

１

２

－

３

－

１

１００.０

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

昇給に係る職員数（Ｂ）（人）

１級（人）

２級（人）

３級（人）

４級（人）

５級（人）

６級（人）

７級（人）

８級（人）

級別内訳

比率（Ｂ）／（Ａ）（％）

職員数（Ａ）（人）

昇給に係る職員数（Ｂ）（人）

１級（人）

２級（人）

３級（人）

４級（人）

５級（人）

６級（人）

７級（人）

８級（人）

級別内訳

比率（Ｂ）／（Ａ）（％）

合　計 企業職

前

　
　
　
年

　
　
　
度

⑶　級別職員数

（級別の標準的な職務内容）

平成31年１月１日現在

区　　　　分
企　　　　　　　業　　　　　　　職

級

計

１　　級

２　　級

３　　級

４　　級

５　　級

６　　級

７　　級

８　　級

計

１　　級

２　　級

３　　級

４　　級

５　　級

６　　級

７　　級

８　　級

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

職員数（人） 構 成 比（％）

平成30年１月１日現在

区　分 １　　級 ２ 級

主事補の職務 主事の職務

技師補の職務 技師の職務

３　級 ４　級 ５　級 ６　級 ７　級 ８　級

主任の

職　務

係長又は

主査の職務

副主幹又は

主査の職務

主幹の

職　務

課長の

職　務

部 長 又 は

次長の職務
企業職
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⑹　期末手当・勤勉手当

⑺　定年退職及び勧奨退職に係る退職手当

（注）（　　）内は、再任用職員に係る支給割合である。

⑻　その他手当

区　　分
支 給 期 別 支 給 率

６月（月分） 12月（月分）

職制上の段階、
職務階級による
加算措置

支 給 率 計
（月分）

本　　年　　度

前　　年　　度

一般会計の制度

区 分
20年勤続

の者（月分）
25年勤続

の者（月分）
35年勤続

の者（月分）
最 高 限 度
（月分）

そ の 他 の
加 算 措 置 等

定年前早期退職
 （２％～30％加算）

第１号区分（59,550円）～
第７号区分（０円）にお
ける60月分の調整月額の
支給合計

調 整 額

支 給 率 等 24.586875 33.27075 47.709 47.709

一般会計の
制　度

（支給率）

区　分 一般会計の制度との異同 差　異　の　内　容

扶養手当 同　　　じ

同　　　じ

同　　　じ

同　　　じ

地域手当

住居手当

通勤手当

２.２２５
（１.１７５）

２.２２５
（１.１７５）

４.４５
（２.３５）

２.２２５
（１.１７５）

２.２２５
（１.１７５）

４.４５
（２.３５）

有

－ － － －

有

〃 〃 〃 〃 〃 〃



－ 10 －

⑹　期末手当・勤勉手当

⑺　定年退職及び勧奨退職に係る退職手当

（注）（　　）内は、再任用職員に係る支給割合である。

⑻　その他手当

区　　分
支 給 期 別 支 給 率

６月（月分） 12月（月分）

職制上の段階、
職務階級による
加算措置

支 給 率 計
（月分）

本　　年　　度

前　　年　　度

一般会計の制度

区 分
20年勤続

の者（月分）
25年勤続

の者（月分）
35年勤続

の者（月分）
最 高 限 度
（月分）

そ の 他 の
加 算 措 置 等

定年前早期退職
 （２％～30％加算）

第１号区分（59,550円）～
第７号区分（０円）にお
ける60月分の調整月額の
支給合計

調 整 額

支 給 率 等 24.586875 33.27075 47.709 47.709

一般会計の
制　度

（支給率）

区　分 一般会計の制度との異同 差　異　の　内　容

扶養手当 同　　　じ

同　　　じ

同　　　じ

同　　　じ

地域手当

住居手当

通勤手当

２.２２５
（１.１７５）

２.２２５
（１.１７５）

４.４５
（２.３５）

２.２２５
（１.１７５）

２.２２５
（１.１７５）

４.４５
（２.３５）

有

－ － － －

有

〃 〃 〃 〃 〃 〃

－ 11 －

平成31年度　桜井市下水道事業予定貸借対照表

（　平　成　32　年　３　月　31　日　）

資　　産　　の　　部

１．固 定 資 産

　⑴　有 形 固 定 資 産

ア．

イ．

ウ．

エ．

オ．

カ．

土 地

構 築 物

減価償却累計額

機 械 及 び 装 置

減価償却累計額

車 両 運 搬 具

減価償却累計額

工具器具及び備品

減価償却累計額

建 設 仮 勘 定

有形固定資産合計

無形固定資産合計

固 定 資 産 合 計

２０,５３１,１３１

９０９,５１８

１０,７８８

３７,２５１,１９９

１６,７６５,６１３

２０５,４３０

１７１,７６０

２,６０３

１,６６６

３,００４

２,８５４

０

１０,７８８

２０,４８５,５８６

３３,６７０

９３７

１５０

０

９０９,５１８

　⑵　無 形 固 定 資 産

ア．施 設 利 用 権

２１,４４０,６４９

（単位：千円）

流 動 資 産 合 計

資 産 合 計

２．流 動 資 産

　⑴

　⑵

　⑶

　⑷

１２３,３９３

△１,７１８

１６,０６９

１２１,６７５

０

０

１３７,７４４

２１,５７８,３９３

現 金 預 金

未 収 金

貸 倒 引 当 金

貯 蔵 品

前 払 金

⑹　期末手当・勤勉手当

⑺　定年退職及び勧奨退職に係る退職手当

（注）（　　）内は、再任用職員に係る支給割合である。

⑻　その他手当

区　　分
支 給 期 別 支 給 率

６月（月分） 12月（月分）

職制上の段階、
職務階級による
加算措置

支 給 率 計
（月分）

本　　年　　度

前　　年　　度

一般会計の制度

区 分
20年勤続

の者（月分）
25年勤続

の者（月分）
35年勤続

の者（月分）
最 高 限 度
（月分）

そ の 他 の
加 算 措 置 等

定年前早期退職
 （２％～30％加算）

第１号区分（59,550円）～
第７号区分（０円）にお
ける60月分の調整月額の
支給合計

調 整 額

支 給 率 等 24.586875 33.27075 47.709 47.709

一般会計の
制　度

（支給率）

区　分 一般会計の制度との異同 差　異　の　内　容

扶養手当 同　　　じ

同　　　じ

同　　　じ

同　　　じ

地域手当

住居手当

通勤手当

２.２２５
（１.１７５）

２.２２５
（１.１７５）

４.４５
（２.３５）

２.２２５
（１.１７５）

２.２２５
（１.１７５）

４.４５
（２.３５）

有

－ － － －

有

〃 〃 〃 〃 〃 〃
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負　　債　　の　　部

企 業 債 合 計

引 当 金 合 計

固 定 負 債 合 計

３．固 定 負 債

　⑴　企 業 債

　⑵　引 当 金

ア．建設改良費等の財源に充てるための企業債

ア．

イ．

退職給付引当金

修 繕 引 当 金

９,９６８,２６９

０

０

９,９６８,２６９

０

９,９６８,２６９

企 業 債 合 計

流 動 負 債 合 計

引 当 金 合 計

４．流 動 負 債

　⑴　企 業 債

　⑵　未 払 金

　⑶　前 受 金

　⑷　引 当 金

　⑸　その他流動負債

ア．建設改良費等の財源に充てるための企業債

ア．

ウ．

ア．

賞 与 等 引 当 金

そ の 他 引 当 金

預 り 金

９７０,０００

５,７５４

０

９７０,０００

１０,１８９

０

５,７５４

０

９８５,９４３

繰 延 収 益 合 計

負 債 合 計

５．繰 延 収 益

　⑴　長 期 前 受 金

ア．

イ．

ウ．

エ．

工 事 負 担 金

収 益 化 累 計 額

受 託 工 事 負 担

収 益 化 累 計 額

補 助 金

収 益 化 累 計 額

受贈財産評価額

収 益 化 累 計 額

長期前受金合計

２,６６９

１,９９４

５,８５７,８５５

２,８５３,０７６

２,８２２

１５３

９,５８０

７,５８６

１１,０４９,５６０

５,１９１,７０５

５,６７７,４９９

２,８２４,４２３

８,７１５,５９４

８,７１５,５９４

１９,６６９,８０６



－ 12 －

負　　債　　の　　部

企 業 債 合 計

引 当 金 合 計

固 定 負 債 合 計

３．固 定 負 債

　⑴　企 業 債

　⑵　引 当 金

ア．建設改良費等の財源に充てるための企業債

ア．

イ．

退職給付引当金

修 繕 引 当 金

９,９６８,２６９

０

０

９,９６８,２６９

０

９,９６８,２６９

企 業 債 合 計

流 動 負 債 合 計

引 当 金 合 計

４．流 動 負 債

　⑴　企 業 債

　⑵　未 払 金

　⑶　前 受 金

　⑷　引 当 金

　⑸　その他流動負債

ア．建設改良費等の財源に充てるための企業債

ア．

ウ．

ア．

賞 与 等 引 当 金

そ の 他 引 当 金

預 り 金

９７０,０００

５,７５４

０

９７０,０００

１０,１８９

０

５,７５４

０

９８５,９４３

繰 延 収 益 合 計

負 債 合 計

５．繰 延 収 益

　⑴　長 期 前 受 金

ア．

イ．

ウ．

エ．

工 事 負 担 金

収 益 化 累 計 額

受 託 工 事 負 担

収 益 化 累 計 額

補 助 金

収 益 化 累 計 額

受贈財産評価額

収 益 化 累 計 額

長期前受金合計

２,６６９

１,９９４

５,８５７,８５５

２,８５３,０７６

２,８２２

１５３

９,５８０

７,５８６

１１,０４９,５６０

５,１９１,７０５

５,６７７,４９９

２,８２４,４２３

８,７１５,５９４

８,７１５,５９４

１９,６６９,８０６

－ 13 －

資　　本　　の　　部

０

０

０

２,９２０

０

０

２,９２０

２,９２０

１,９０８,５８７

２１,５７８,３９３

資 本 金 合 計

資本剰余金合計

利益剰余金合計

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

負債・資本合計

ア．

イ．

ウ．

工 事 負 担 金

補 助 金

受贈財産評価額

ア．

イ．

当年度未処分利益剰余金

建設改良積立金

６．資　本　金

　⑴　自 己 資 本 金

７．剰　余　金

　⑴　資 本 剰 余 金

　⑵　利 益 剰 余 金

１,９０５,６６７

１,９０５,６６７

負　　債　　の　　部

企 業 債 合 計

引 当 金 合 計

固 定 負 債 合 計

３．固 定 負 債

　⑴　企 業 債

　⑵　引 当 金

ア．建設改良費等の財源に充てるための企業債

ア．

イ．

退職給付引当金

修 繕 引 当 金

９,９６８,２６９

０

０

９,９６８,２６９

０

９,９６８,２６９

企 業 債 合 計

流 動 負 債 合 計

引 当 金 合 計

４．流 動 負 債

　⑴　企 業 債

　⑵　未 払 金

　⑶　前 受 金

　⑷　引 当 金

　⑸　その他流動負債

ア．建設改良費等の財源に充てるための企業債

ア．

ウ．

ア．

賞 与 等 引 当 金

そ の 他 引 当 金

預 り 金

９７０,０００

５,７５４

０

９７０,０００

１０,１８９

０

５,７５４

０

９８５,９４３

繰 延 収 益 合 計

負 債 合 計

５．繰 延 収 益

　⑴　長 期 前 受 金

ア．

イ．

ウ．

エ．

工 事 負 担 金

収 益 化 累 計 額

受 託 工 事 負 担

収 益 化 累 計 額

補 助 金

収 益 化 累 計 額

受贈財産評価額

収 益 化 累 計 額

長期前受金合計

２,６６９

１,９９４

５,８５７,８５５

２,８５３,０７６

２,８２２

１５３

９,５８０

７,５８６

１１,０４９,５６０

５,１９１,７０５

５,６７７,４９９

２,８２４,４２３

８,７１５,５９４

８,７１５,５９４

１９,６６９,８０６



－ 14 －

平成31年度　桜井市下水道事業予定開始貸借対照表

（　平　成　31　年　４　月　１　日　）

資　　産　　の　　部

１．固 定 資 産

　⑴　有 形 固 定 資 産

ア．

イ．

ウ．

エ．

オ．

カ．

土 地

構 築 物

減価償却累計額

機 械 及 び 装 置

減価償却累計額

車 両 運 搬 具

減価償却累計額

工具器具及び備品

減価償却累計額

建 設 仮 勘 定

有形固定資産合計

無形固定資産合計

固 定 資 産 合 計

２０,８３１,２６２

９１０,４９６

１０,７８８

３６,８８１,９８８

１６,１０２,８７６

２０５,４３０

１６５,４６４

２,６０３

１,４５９

３,００４

２,７５２

０

１０,７８８

２０,７７９,１１２

３９,９６６

１,１４４

２５２

０

９１０,４９６

　⑵　無 形 固 定 資 産

ア．施 設 利 用 権

２１,７４１,７５８

（単位：千円）

流 動 資 産 合 計

資 産 合 計

２．流 動 資 産

　⑴

　⑵

　⑶

　⑷

１１１,０４２

０

９５,０７０

１１１,０４２

０

０

２０６,１１２

２１,９４７,８７０

現 金 預 金

未 収 金

貸 倒 引 当 金

貯 蔵 品

前 払 金



－ 14 －

平成31年度　桜井市下水道事業予定開始貸借対照表

（　平　成　31　年　４　月　１　日　）

資　　産　　の　　部

１．固 定 資 産

　⑴　有 形 固 定 資 産

ア．

イ．

ウ．

エ．

オ．

カ．

土 地

構 築 物

減価償却累計額

機 械 及 び 装 置

減価償却累計額

車 両 運 搬 具

減価償却累計額

工具器具及び備品

減価償却累計額

建 設 仮 勘 定

有形固定資産合計

無形固定資産合計

固 定 資 産 合 計

２０,８３１,２６２

９１０,４９６

１０,７８８

３６,８８１,９８８

１６,１０２,８７６

２０５,４３０

１６５,４６４

２,６０３

１,４５９

３,００４

２,７５２

０

１０,７８８

２０,７７９,１１２

３９,９６６

１,１４４

２５２

０

９１０,４９６

　⑵　無 形 固 定 資 産

ア．施 設 利 用 権

２１,７４１,７５８

（単位：千円）

流 動 資 産 合 計

資 産 合 計

２．流 動 資 産

　⑴

　⑵

　⑶

　⑷

１１１,０４２

０

９５,０７０

１１１,０４２

０

０

２０６,１１２

２１,９４７,８７０

現 金 預 金

未 収 金

貸 倒 引 当 金

貯 蔵 品

前 払 金

－ 15 －

負　　債　　の　　部

企 業 債 合 計

引 当 金 合 計

固 定 負 債 合 計

３．固 定 負 債

　⑴　企 業 債

　⑵　引 当 金

ア．建設改良費等の財源に充てるための企業債

ア．

イ．

退職給付引当金

修 繕 引 当 金

１０,１８２,６９７

０

０

１０,１８２,６９７

０

１０,１８２,６９７

企 業 債 合 計

流 動 負 債 合 計

引 当 金 合 計

４．流 動 負 債

　⑴　企 業 債

　⑵　未 払 金

　⑶　前 受 金

　⑷　引 当 金

　⑸　その他流動負債

ア．建設改良費等の財源に充てるための企業債

ア．

イ．

ア．

賞 与 等 引 当 金

そ の 他 引 当 金

預 り 金

９７０,９９４

０

０

９７０,９９４

９４,９４４

０

０

０

１,０６５,９３８

繰 延 収 益 合 計

負 債 合 計

５．繰 延 収 益

　⑴　長 期 前 受 金

ア．

イ．

ウ．

エ．

工 事 負 担 金

収 益 化 累 計 額

受 託 工 事 負 担

収 益 化 累 計 額

補 助 金

収 益 化 累 計 額

受贈財産評価額

収 益 化 累 計 額

長期前受金合計

２,７２０

２,１６６

６,０００,１５９

２,９５５,４０７

２,８２２

１０２

９,５８０

７,４１４

１０,９９４,２７３

４,９９４,１１４

５,６７７,４９９

２,７２２,０９２

８,９６０,４５２

８,９６０,４５２

２０,２０９,０８７

平成31年度　桜井市下水道事業予定開始貸借対照表

（　平　成　31　年　４　月　１　日　）

資　　産　　の　　部

１．固 定 資 産

　⑴　有 形 固 定 資 産

ア．

イ．

ウ．

エ．

オ．

カ．

土 地

構 築 物

減価償却累計額

機 械 及 び 装 置

減価償却累計額

車 両 運 搬 具

減価償却累計額

工具器具及び備品

減価償却累計額

建 設 仮 勘 定

有形固定資産合計

無形固定資産合計

固 定 資 産 合 計

２０,８３１,２６２

９１０,４９６

１０,７８８

３６,８８１,９８８

１６,１０２,８７６

２０５,４３０

１６５,４６４

２,６０３

１,４５９

３,００４

２,７５２

０

１０,７８８

２０,７７９,１１２

３９,９６６

１,１４４

２５２

０

９１０,４９６

　⑵　無 形 固 定 資 産

ア．施 設 利 用 権

２１,７４１,７５８

（単位：千円）

流 動 資 産 合 計

資 産 合 計

２．流 動 資 産

　⑴

　⑵

　⑶

　⑷

１１１,０４２

０

９５,０７０

１１１,０４２

０

０

２０６,１１２

２１,９４７,８７０

現 金 預 金

未 収 金

貸 倒 引 当 金

貯 蔵 品

前 払 金



－ 16 －

資　　本　　の　　部

０

０

０

０

０

０

０

０

１,７３８,７８３

２１,９４７,８７０

資 本 金 合 計

資本剰余金合計

利益剰余金合計

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

負債・資本合計

ア．

イ．

ウ．

工 事 負 担 金

補 助 金

受贈財産評価額

ア．

イ．

当年度未処分利益剰余金

建設改良積立金

６．資　本　金

　⑴　自 己 資 本 金

７．剰　余　金

　⑴　資 本 剰 余 金

　⑵　利 益 剰 余 金

１,７３８,７８３

１,７３８,７８３



－ 16 －

資　　本　　の　　部

０

０

０

０

０

０

０

０

１,７３８,７８３

２１,９４７,８７０

資 本 金 合 計

資本剰余金合計

利益剰余金合計

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

負債・資本合計

ア．

イ．

ウ．

工 事 負 担 金

補 助 金

受贈財産評価額

ア．

イ．

当年度未処分利益剰余金

建設改良積立金

６．資　本　金

　⑴　自 己 資 本 金

７．剰　余　金

　⑴　資 本 剰 余 金

　⑵　利 益 剰 余 金

１,７３８,７８３

１,７３８,７８３

－ 17 －

会計書類に関する注記

Ⅰ　重要な会計方針

　当年度より、桜井市下水道事業に地方公営企業法の全部を適用し、地方公営企業会計へ移行する。　

　１．固定資産の減価償却の方法

　　　⑴　有形固定資産 

減価償却の方法　　　定額法 

主な耐用年数

構築物　　　　　　　　　50年

機械及び装置　　　　10～20年

車両運搬具　　　　　　　４年

工具、器具及び備品　４～５年

　　　⑵　無形固定資産

減価償却の方法　　　定額法

主な耐用年数

施設利用権　　　　　45年

　２．引当金の計上方法

　　　⑴　退職給付引当金

　職員の退職手当は、一般会計がその全部を負担することになっているため、退職給付引当金は計上

していない。

　　　⑵　賞与等引当金

　職員の期末・勤勉手当及びその手当に係る法定福利費の支給に備えるため、各年度の翌事業年度に

おける支給見込み額に基づき、各年度に負担する額（12月から３月までの４ヶ月分）を計上している。

　　　⑶　貸倒引当金

　債権の不納欠損による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率による回収不能見込額を

計上している。

　３．消費税及び地方消費税の会計処理

　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっている。但し、仕入控除対象外消費税及び地

方消費税は、営業外費用として処理している。

Ⅱ　予定キャッシュ・フロー計算書に関する注記

予定キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

予定キャッシュ・フロー計算書における資金は、現金及び預金である。

Ⅲ　予定貸借対照表等関連

　貸借対照表に計上されている企業債（当該事業年度の末日の翌日から起算して１年以内に償還予定

のものも含む）のうち、他会計が負担すると見込まれる額は7,630,628千円である。

Ⅳ　セグメント情報に関する注記

報告セグメントが単一のため、記載を省略している。

資　　本　　の　　部

０

０

０

０

０

０

０

０

１,７３８,７８３

２１,９４７,８７０

資 本 金 合 計

資本剰余金合計

利益剰余金合計

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

負債・資本合計

ア．

イ．

ウ．

工 事 負 担 金

補 助 金

受贈財産評価額

ア．

イ．

当年度未処分利益剰余金

建設改良積立金

６．資　本　金

　⑴　自 己 資 本 金

７．剰　余　金

　⑴　資 本 剰 余 金

　⑵　利 益 剰 余 金

１,７３８,７８３

１,７３８,７８３



－ 18 －

平成31年度　桜井市下水道事業会計予算説明書
収 益 的 収 入 及 び 支 出

（単位：千円）収　　入

２．下水道事業費用

１．営 業 収 益

１．営 業 費 用

1,235,897

1,036,453

5,850

1,237,802

441,885

１．下水道使用料

１．固定資産売却益

２．他会計負担金

７．県 補 助 金

１．給 水 収 益

１．固定資産売却益

１．雨水処理負担金

１．手 数 料

２．受託工事負担金

３．補 助 金

４．受贈財産評価額

１．工 事 負 担 金

１．県 補 助 金

10．旅　　　　費

12．備 消 品 費

13．燃 料 費

15．印 刷 製 本 費

16．修 繕 費

25．手 数 料

26．通 信 運 搬 費

27．委 託 料
 

28．賃 借 料

29．保 険 料
 

30．使 用 料

42．公 課 費

普通旅費

消耗品費

車両燃料費

印刷費

車両等修繕費

システムインストール手数料

郵送料

システム保守委託料

図面作成業務委託料

ガス検知機等借上料

下水道賠償責任保険料

自賠責保険料

システム借上料

自動車重量税

50

473

256

82

300

33

41

3,303

106

143

1,049

14

下水道使用料収入

固定資産売却収入

雨水処理負担金

排水設備業者等登録手数料

長期前受収益化（減価償却見合い分）

流域下水道負荷軽減推進補助金

〃

〃

〃

３．その他営業収益

２．長期前受金戻入

１．管 渠 費

421,331

0

20,328

3,000

421,331

0

20,328

226

172

197,591

102,331

51

3,000

６．他会計補助金 １．他会計補助金 他会計繰入金117,325 117,325

４．雑 収 益 １．雑 収 益 雑収入12,352 12,352

８．他会計負担金 １．他会計補助金 他会計繰入金363,094 363,094

226

１．受 取 利 息 預金利息１．受 取 利 息 11

300,145

２．営 業 外 収 益 795,917

３．特 別 利 益 0

款　・　項 目 節予定額 予定額 説　　　　　明

（単位：千円）支　　出

款　・　項 目 節予定額 予定額 説　　　　　明

１．下水道事業収益



－ 18 －

平成31年度　桜井市下水道事業会計予算説明書
収 益 的 収 入 及 び 支 出

（単位：千円）収　　入

２．下水道事業費用

１．営 業 収 益

１．営 業 費 用

1,235,897

1,036,453

5,850

1,237,802

441,885

１．下水道使用料

１．固定資産売却益

２．他会計負担金

７．県 補 助 金

１．給 水 収 益

１．固定資産売却益

１．雨水処理負担金

１．手 数 料

２．受託工事負担金

３．補 助 金

４．受贈財産評価額

１．工 事 負 担 金

１．県 補 助 金

10．旅　　　　費

12．備 消 品 費

13．燃 料 費

15．印 刷 製 本 費

16．修 繕 費

25．手 数 料

26．通 信 運 搬 費

27．委 託 料
 

28．賃 借 料

29．保 険 料
 

30．使 用 料

42．公 課 費

普通旅費

消耗品費

車両燃料費

印刷費

車両等修繕費

システムインストール手数料

郵送料

システム保守委託料

図面作成業務委託料

ガス検知機等借上料

下水道賠償責任保険料

自賠責保険料

システム借上料

自動車重量税

50

473

256

82

300

33

41

3,303

106

143

1,049

14

下水道使用料収入

固定資産売却収入

雨水処理負担金

排水設備業者等登録手数料

長期前受収益化（減価償却見合い分）

流域下水道負荷軽減推進補助金

〃

〃

〃

３．その他営業収益

２．長期前受金戻入

１．管 渠 費

421,331

0

20,328

3,000

421,331

0

20,328

226

172

197,591

102,331

51

3,000

６．他会計補助金 １．他会計補助金 他会計繰入金117,325 117,325

４．雑 収 益 １．雑 収 益 雑収入12,352 12,352

８．他会計負担金 １．他会計補助金 他会計繰入金363,094 363,094

226

１．受 取 利 息 預金利息１．受 取 利 息 11

300,145

２．営 業 外 収 益 795,917

３．特 別 利 益 0

款　・　項 目 節予定額 予定額 説　　　　　明

（単位：千円）支　　出

款　・　項 目 節予定額 予定額 説　　　　　明

１．下水道事業収益

－ 19 －

58,262

249,409

10．旅　　　　費

12．備 消 品 費

13．燃 料 費

16．修 繕 費

20．動 力 費

25．手 数 料

26．通 信 運 搬 費

27．委 託 料

 

 

28．賃 借 料

29．保 険 料

31．材 料 費

32．工 事 請 負 費

36．負 担 金

１．給　　　　料

 

 

 

 

２．手 当 等

 

 

 

 

３．賞 与 引 当 金
　　繰 入 額

４．賃　　　　金

６．法 定 福 利 費

12．備 消 品 費

27．委 託 料

28．賃 借 料

30．使 用 料

36．負 担 金

38．貸 倒 引 当 金

40．扶 助 費

普通旅費

消耗品費

車両燃料費

車両等修繕費

電力料金

水質検査・車両法定点検手数料

通信料

ＭＰ場維持管理委託料

下水道使用料徴収委託料

下水道台帳作成委託料

システム保守委託料

負荷軽減推進補助金事業委託料

機械等借上料

公用車共済保険料

補修材料費

管渠修繕工事費

流域下水道維持管理負担金
研修負担金

職員給料

扶養手当

管理職手当

地域手当

住居手当

時間外勤務手当

児童手当

期末手当

勤勉手当

通勤手当

翌年度支給賞与の当年度負担引当

臨時職員賃金

共済組合負担金
公務災害基金負担金

消耗品費

システム保守委託料
経営戦略作成委託料

庁舎賃借料

近鉄敷地使用料

研修負担金

貸倒損失に備えるための引当

水洗便所改造資金助成金

9

55

5

4,170

1,880

984

504

39,427

1,000

43

1,650

4,540

195,142

20,053

9,135

2,687

9,633

6,849

84

6,084

1,550

12

191

859

1,125

２．業 務 費

４．総 係 費

498

1,344

663

0

500

300

3,331

2,280

219

平成31年度　桜井市下水道事業会計予算説明書
収 益 的 収 入 及 び 支 出

（単位：千円）収　　入

２．下水道事業費用

１．営 業 収 益

１．営 業 費 用

1,235,897

1,036,453

5,850

1,237,802

441,885

１．下水道使用料

１．固定資産売却益

２．他会計負担金

７．県 補 助 金

１．給 水 収 益

１．固定資産売却益

１．雨水処理負担金

１．手 数 料

２．受託工事負担金

３．補 助 金

４．受贈財産評価額

１．工 事 負 担 金

１．県 補 助 金

10．旅　　　　費

12．備 消 品 費

13．燃 料 費

15．印 刷 製 本 費

16．修 繕 費

25．手 数 料

26．通 信 運 搬 費

27．委 託 料
 

28．賃 借 料

29．保 険 料
 

30．使 用 料

42．公 課 費

普通旅費

消耗品費

車両燃料費

印刷費

車両等修繕費

システムインストール手数料

郵送料

システム保守委託料

図面作成業務委託料

ガス検知機等借上料

下水道賠償責任保険料

自賠責保険料

システム借上料

自動車重量税

50

473

256

82

300

33

41

3,303

106

143

1,049

14

下水道使用料収入

固定資産売却収入

雨水処理負担金

排水設備業者等登録手数料

長期前受収益化（減価償却見合い分）

流域下水道負荷軽減推進補助金

〃

〃

〃

３．その他営業収益

２．長期前受金戻入

１．管 渠 費

421,331

0

20,328

3,000

421,331

0

20,328

226

172

197,591

102,331

51

3,000

６．他会計補助金 １．他会計補助金 他会計繰入金117,325 117,325

４．雑 収 益 １．雑 収 益 雑収入12,352 12,352

８．他会計負担金 １．他会計補助金 他会計繰入金363,094 363,094

226

１．受 取 利 息 預金利息１．受 取 利 息 11

300,145

２．営 業 外 収 益 795,917

３．特 別 利 益 0

款　・　項 目 節予定額 予定額 説　　　　　明

（単位：千円）支　　出

款　・　項 目 節予定額 予定額 説　　　　　明

１．下水道事業収益



－ 20 －

２．営業外費用

３．特 別 損 失

722,932

195,898

168,982

26,916

3,546

3,546

47．企業債利子

59．公 課 費

１．過年度損益
　　修 正 損

41．有形固定資産
　　減価償却費

42．無形固定資産
　　減価償却費

建物減価償却費

構築物減価償却費

機械及び装置減価償却費

車両運搬具減価償却費

器具及び備品減価償却費

施設利用権減価償却費

企業債利子

消費税納税額

過年度に帰属する賞与等

669,342

53,590

168,982

26,916

3,546

５．減価償却費

１．支払利息及び
　　企業債取扱諸費

３．消 費 税

４．過年度損益
　　修 正 損



－ 20 －

２．営業外費用

３．特 別 損 失

722,932

195,898

168,982

26,916

3,546

3,546

47．企業債利子

59．公 課 費

１．過年度損益
　　修 正 損

41．有形固定資産
　　減価償却費

42．無形固定資産
　　減価償却費

建物減価償却費

構築物減価償却費

機械及び装置減価償却費

車両運搬具減価償却費

器具及び備品減価償却費

施設利用権減価償却費

企業債利子

消費税納税額

過年度に帰属する賞与等

669,342

53,590

168,982

26,916

3,546

５．減価償却費

１．支払利息及び
　　企業債取扱諸費

３．消 費 税

４．過年度損益
　　修 正 損

－ 21 －

資 本 的 収 入 及 び 支 出

（単位：千円）収　　入

３．資 本 的 収 入 987,956

755,572

755,572

1,402,015

431,021

376,934

970,994

970,994

280,234

158,488

15,077

４．下水道事業債
　　特 別 措 置 分

１．流 域 下 水 道
　　建 設 負 担 金

６．流 域 下 水 道
　　建 設 負 担 金

共済組合負担金
公務災害基金負担金

翌年度支給賞与の当年度負担引当
３．賞 与 引 当 金
　　繰 入 額

１．企 業 債

１．企業債償還金

１．給　　　　料

３．資本費平準化債

65,500

65,500 65,500

５．補 助 金

１．補 助 金 １．国 庫 補 助 金 国庫補助金

166,884

166,884 166,884

６．出 資 金

１．出 資 金 １．他会計出資金 他会計出資金

262,900

１．企 業 債

１．公共下水道債

職員給料

13,146２．手 当 等

扶養手当  396

0

464

972

4,900

240

3,572

2,479

123

管理職手当

地域手当

住居手当

時間外勤務手当

児童手当

期末手当

勤勉手当

通勤手当

970,994

54,087 54,087

１．企業債償還金 企業債償還金

流域下水道建設負担金

資本費平準化債

53,950２．流域下水道債 建設改良債

款　・　項 目 節予定額 予定額 説　　　　　明

（単位：千円）支　　出

3,067

6,714６．法 定 福 利 費

55,73035．補 償 金 管渠建設に伴う補償費

242,00032．工 事 請 負 費 管渠建設工事費

41,20027．委 託 料 管渠建設に伴う委託料

４．資 本 的 支 出

１．建 設 改 良 費

３．企業債償還金

款　・　項 目 節予定額 予定額 説　　　　　明

１．管 路 建 設 費

２．営業外費用

３．特 別 損 失

722,932

195,898

168,982

26,916

3,546

3,546

47．企業債利子

59．公 課 費

１．過年度損益
　　修 正 損

41．有形固定資産
　　減価償却費

42．無形固定資産
　　減価償却費

建物減価償却費

構築物減価償却費

機械及び装置減価償却費

車両運搬具減価償却費

器具及び備品減価償却費

施設利用権減価償却費

企業債利子

消費税納税額

過年度に帰属する賞与等

669,342

53,590

168,982

26,916

3,546

５．減価償却費

１．支払利息及び
　　企業債取扱諸費

３．消 費 税

４．過年度損益
　　修 正 損
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